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令和３年度介護保険改定
施設系サービスにおける口腔衛生管理の強化

介護老人福祉施設、地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護、
介護老人保健施設、介護療養型医療施設（一部除く）、介護医療院

施設系サービスにおいて口腔衛生管理体制を確保するよう
促すとともに、状態に応じた丁寧な口腔衛生管理を更に充実
させるため、口腔衛生管理体制加算を廃止し、３年の経過措
置期間を設け、基本サービスとして、口腔衛生の管理体制を
整備し、入所者ごとの状態に応じた口腔衛生の管理を行うこ
とを求める



単位数

基準・算定要件

「入所者の口腔の健康の保持を図り、自立した日常生活を営むことができるよう、
口腔衛生の管理体制を整備し、各入所者の状態に応じた口腔衛生の管理を計画的
に行わなければならない」 ことを規定

※ 「計画的に」とは、歯科医師又は歯科医師の指示を受けた歯科衛生士が、介護職
員に対する口腔衛生に係る技術的助言及び指導を年2回以上実施することとする

口腔衛生管理加算（I） 90単位/月

口腔衛生管理加算（Ⅱ） 110単位/月 科学的介護情報システム（LIFE）を活用



要件の一覧

⑴ 口腔衛生管理体制計画の立案

⑵ 入所者の口腔の状況の確認

⑶ 口腔清掃の用具の整備

⑷ 口腔清掃の実施

⑸ 介護職員の口腔清掃に対する知識・技術の習得、安全確保

⑹ 食事環境をはじめとした日常生活における環境整備

⑺ 歯科医師等からの技術的助言・指導と計画の見直し



⑴ 口腔衛生管理体制計画の立案

口腔衛生管理体制計画を作成する

ア 助言を行った歯科医師等

イ 歯科医師からの助言の要点

ウ 当該施設における実施目標

エ 具体的方策

オ 留意事項・特記事項

   

口腔衛生管理体制についての計画 

 

策定日 令和   年  月   日 

作成者   

助言を行った歯科医師等 

歯科医療機関 

歯科医師名 

連絡先 

助言の要点 

□ 入所者のリスクに応じた口腔清掃等の実施 

口 口腔清掃にかかる知識・技術の習得の必要性 

□ 食事状態、食形態等の確認 

□ その他（                ） 

□ 現在の取組の継続 

実施目標 

□ 施設職員によるスクリーニング 

□ 施設職員に対する研修会の開催 

□ 口腔清掃の方法・内容等の見直し 

□ 歯科専門職によるスクリーニング、管理等 

□ 歯科専門職による食事環境、食形態等の確認 

□ その他（                 ） 

□ 現在の取組の継続 

具体的方策 

（実施時期、実施場所、 

主担当者など） 

  

留意事項、特記事項等   

 



⑵ 入所者の口腔の状況の確認

介護職員が口腔の健康状態のスクリーニングを行い、入所者の
口腔清掃の自立度、口腔の健康状態等について把握する

OHAT （オーハット）



神戸市 訪問歯科診療及び訪問口腔ケア必要度チェック票



⑶ 口腔清掃の用具の整備

口腔ケアには、歯の清掃に用いる歯ブラシ、ワンタフトブラシ、舌に用
いる舌ブラシ、口腔粘膜に用いるスポンジブラシ、義歯に用いる義歯
ブラシ、口腔ケア用のウェットティッシュ、保湿ケア用品等の清掃用具
が用いられる。利用者の口腔の健康状態や自立度等を踏まえ、歯科
医師等の技術的助言・指導に基づき、口腔清掃の用具を選択するこ
と。

⑷ 口腔清掃の実施

口腔ケアの実施担当者及び実施時刻等を、口腔清掃の実施回数・
方法・内容等を踏まえて検討し、施設におけるサービス提供に係る
タイムスケジュールに組み込む こと。



⑸ 介護職員の口腔清掃に対する知識・技術の習得、安全確保

口腔ケアは、正しい知識をもって行わない場合、歯や粘膜を傷つける
だけでなく、食物残渣や唾液等の誤嚥による肺炎を引き起こすおそれ
もあるため、歯科医師等から口腔清掃の用具の使用方法の指導を受け
ることは重要である

歯科医師等が単独で介護職員への研修会等を開催することが困難な
場合は、都道府県や都道府県歯科医師会等で実施されている介護職
員向けの研修を紹介することでも差し支えない



神戸市歯科医師会

介護職対象口腔ケア研修会



⑹ 食事環境をはじめとした日常生活における環境整備

介護職員は、歯科医師等に入所者の口腔機能等に応じた食事の提供、食
形態等について必要に応じて相談し、食事環境等の整備に努めること。

⑺ 歯科医師等からの技術的助言・指導と計画の見直し

介護職員は、口腔清掃等を含めた施設における課題や疑問等を、適宜、
歯科医師等に相談する。 歯科医師等は、概ね６か月毎に、施設におけ
る口腔清掃の実態、介護職員からの相談等を踏まえ、当該施設の実情
に応じた口腔衛生管理体制計画に係る技術的助言・指導を行うこと。
介護職員は、当該技術的助言・指導を踏まえ、口腔衛生管理体制計画
の見直しを行い、口腔衛生の管理体制の充実を図ること。



• むし歯や歯周病を予防します

• 誤嚥性肺炎を予防します

• 感染症や発熱を予防します

• 要介護度の進行を防ぎます

• 認知機能の低下を軽減させます

• しっかり食べることで栄養補給ができ体力向上

• 舌の味覚が高まり、食べる楽しみを

口腔ケアは



今後ますます介護事業者と

歯科専門職の連携が求められています

神戸市歯科医師会 歯科保健推進室に

ご連絡ください

TEL 078-391-8020


